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※都合によっては掲載日や内容を変更する場合がございます。あらかじめご了承ください。

試読・購読はこちらから

この記事がすごい！
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ウクライナの復興 金融で支える
16日（日）＝１、３面

（水）

国際協力機構（ＪＩ
ＣＡ）で一般職員とは
別の「専門家」として
活躍する田中克さん
（69）＝写真左・田中
さん提供＝には「ウク
ライナ財務相アドバイ
ザー」の肩書もありま
す。ウクライナ国内の

不良債権をどう処理し
ていくのか。難しい問
題に直面しています。
田中さんは2016年１

月から首都キーウに滞
在し、金融業界の再建
を進めてきました。し
かし、ロシアがウクラ
イナに侵攻する危険が

迫っていた22年１月、
国外に脱出。現在は日
本からウクライナ財務
省の幹部職員や金融関
係者と協議を続けてい
ます。ウクライナに
戻って復興を支えたい。
そう考える田中さんの
心境に迫ります。

19日（水）＝オピニオン面

自国の価値観や文
化で他国民を魅了し
て、外交を自分たち
に有利な方向に導く
力をソフトパワーと
呼びます。軍事力の
ような直接的な力を
持ちませんが、日本
の漫画やアニメはさ
まざまな魅力を世界

中に伝えています。
ロシアのウクライ

ナ侵攻や海洋進出を
進める中国など、安
全保障環境が悪化す
る中、日本はどんな
ソフトパワーをどの
ように使うべきかを
考えます。

日本のソフトパワー どう活用
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18日（火）＝夕刊特集ワイド

「障害者ヘイト」 背景は？

ネットに＜殺処分でい
いやん＞＜生きる価値な
し＞といった書き込みを
された前橋市の障害者が
先ごろ、損害賠償を求め
る訴訟を起こしました。
障害者に対する中傷は
「障害者ヘイト」と呼ば

れ、相当数の被害者がい
ると専門家は推測します。
背景には障害のある人

を生産性のない人とみな
し、排除する優生思想が
あるとも指摘されていま
す。当事者や被害者、弁
護士らに取材しました。

匿名掲示板「５ちゃんねる」
に書き込まれた中傷
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脳とコンピューターをつなぐ技術に関する
中国軍の機関紙「解放軍報」の記事


